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数列の応用

群数列
 （１）各群の個数を数える 

 （２）各群の個数の和をとると各群の末尾までの項数が求まる。 

格子点
格子点の総数の数え方（平面） 

 Step1 タテ(x k= )に切る，またはヨコ(y k= )に切る 

 Step2 x k= ，またはy k= 上の格子点を数える。 

 Step3 それらをすべて足しあわせる 

数学的帰納法
Type1 二項間型 

 (1) n 1= のときを証明 

 (2) n k= のときを仮定してn k 1= + のときを証明 

 ⇒ すべての自然数n で成立する 

Type2 三項間型 

 (1) n 1= およびn 2= のときを証明 

 (2) ,n k k 1= + のときを仮定してn k 2= + のときを証明 

 ⇒ すべての自然数n で成立する 

Type3 nS 型 

 (1) n 1= のときを証明 

 (2) , , , ,n 1 2 3 k=  のときを仮定してn k 1= + のときを証明 

 ⇒ すべての自然数n で成立する 

Type4 連立型 2 つの命題 ( ) ( ),P n Q n の証明 

(1) n 1= のとき，つまり ( ) ( ),P 1 Q 1 を証明 

(2) n k= つまり ( ) ( ),P k Q k を仮定して， 

n k 1= + つまり ( ) ( ),P k 1 Q k 1+ + を証明 

 ⇒ すべての自然数n で命題 ( ) ( ),P n Q n は成立する 
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関数列の漸化式
 数列の漸化式に帰着させる。 

 関数方程式の考え方を用いる。 

確率漸化式 
 確率推移図を用いる 
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【補充問題】YAWARAKA 先生のテキストより 

数列の応用篇 
標準問題 

⑫14-標-1

⑫14-標-2 

⑫14-標-3 

⑫14-標-4 
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⑫14-標-5 

⑫14-標-6 

⑫14-標-7 

⑫14-標-8 
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発展問題

⑫14-発-1 

{ } { },n na b は ( ) ( ),,,
n

n na b 3 2 3 n 1 2 3+ = + =  を満たす整数の数列とする。 

(1) すべての n について， ( )
n

n na b 3 2 3− = − が成り立つことを示せ。 

(2) すべての n について， 2
na 1− が 3 の倍数であることを示せ。 

(3) ( )
n

2 3+ は，ある正の整数 A に対して， A A 1+ + の形をしていることを示せ。 

⑫14-発-2 

( )sin sin cos sin sin cos
,

cos cos cos cos cos

2

2 3

2 2 3 4 1
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 θ = θ θ θ = θ θ − 
 θ = θ − θ = θ − θ  

のように， ( )sin ,cos ,,,n n n 2 3 4θ θ =  はそれぞれ適当な多項式 ( ) ( ),n nP x Q x を用いて， 
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 θ = θ
⋅ θ

θ = θ

と表せることを証明せよ。 

⑫14-発-3 

 １つの円に n 本の弦を，どの 2 本も円の内部で交わり，どの 3 本も 1 点で交わらないよう

に引き，円の内部をいくつかの領域に分割する。このとき，多角形になる領域の個数と，多

角形にならない領域の個数を求めよ。 
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⑫14-発-4 

n 項( )2n≧ からなる数列 { }na は各項が 0 または 1 であって，連続するどの 3 項の中に

も 0 も 1 も少なくとも 1 個は現れるとする。この数列のうち，最後の 2 つの数字が同じで

ある数列の個数を nx ，最後の 2 つの数字が異なる数列の個数を ny とする。 

(1) n 1x + と n 1y + を nx と ny で表せ。 

(2) { }n nx ry+ が公比 r の等比数列となるような r の値を全て求めよ。 

(3) 数列 { }na の個数 n n nS x y= + を求めよ。 

⑫14-発-5 

⼆辺の⻑さが 1 と 2 の⻑⽅形のタイルがある。縦 2，横 nの⻑⽅形の部屋をこのタイルで

過不足なく敷き詰めるときの並べ方の総数を求めよ。

⑫14-発-6 

容器Ａには 12%の食塩水 300g，容器 B には 6%の食塩水 300g が入れてある。A，B から

それぞれ 100g を取って A の分を B に，B の分を A に入れる。この操作を n 回繰り返した

結果，A は na %，B は nb %の食塩水となったとする。 na を n の式で表せ。 
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⑫14-発-7 

整数からなる数列 { }na を漸化式 

,

( ,, )

21

n 2 nn 1

a 1 a 3

a 3a 7a n 1 2+ +

 = =
 = − = 

で定める。 

(1) na が偶数となる n を決定せよ。 

(2) na が 10 の倍数となる n を決定せよ。 

⑫14-発-8 

x の整式 ( ) ( ),,,nf x n 1 2 3=  を ( ) ( ) ( ),
1

2
n1 n 1 0

2 1
f x 3x f x x x f x dx

3+= = + + ∫ で定める。こ

のとき， ( )nf x を求めよ。 

⑫14-発-9 

 整式の列 ( ) ( ) ( ), , ,2 31f x f x f x が，関係 ( ) 2
1f x x x 2= + − ， 

( ) ( )
x

nn 1
2 3 4

0
x f x 2x x tf t dt+ = + + ∫ ( ),,,n 1 2 3=  で定義されている。 

(1) ( )nf x の次数を求めよ。 

(2) ( )nf x を求めよ。
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